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写真・動画は帝国書院ウェブサイトでもご覧いただけます。
〈写真：帝国書院　2023年８月撮影〉

■コーヒー大国ベトナムの生産者の暮らし
国土が南北に長いベトナム（『中学校社会科地図』（以
下、地図帳）p.33）では、その土地の気候に合わせた農
業が行われている。一年中温暖な南部では、稲作が盛ん
で、メコン川流域は米の一大産地となっている（地図帳
p.35①、②）。一方、ラオスやカンボジアと国境を接す
る西側の中部高原では、昼と夜の寒暖差を生かしたコー
ヒーの栽培が盛んである（地図帳p.35①、写真ア）。ベ
トナムは、コーヒー豆の輸出量において世界第2位を誇
る（2021年）。ベトナムで生産されるコーヒー豆はロブ
スタ種が主流で、苦みが強く、日本ではインスタントコー
ヒーや缶コーヒーの原料となることが多い。
今回取材班は、コーヒー豆の主要生産地の一つである
中部高原で、少数民族の家族が営む農園を訪れた。取材
当時の８月は、11月から2月にかけての収穫時期に向け
て、数人のアルバイトを雇いながら、2.8haもある畑
（コーヒーの木にして約2,800本）の水やりや木の手入
れの真っ最中であった（写真①）。ベトナムのコーヒーサ
プライチェーンにも、仲介業者が介在することで、農家
の取り分が少ないという構造的な問題が存在している。
そのため、子どもを高校まで通わせられない家庭もある

という。少しでも生産性や品質を向上させて収益をあげ
るために、現地のコンサルタント会社によって、指導や
機械の貸与などの支援（写真②）が行われている。
■ベトナムの交通事情とこれから
ベトナムの主な交通手段はバイクで、ハノイやホーチ
ミンなど大都市の道路はバイクであふれている（表紙写
真）。ベトナムでは、バイクのことを「ホンダ」と呼ぶほ
ど、低燃費で壊れにくいホンダ車の人気が高い。スクー
ターに乗る人も多く、渋滞をものともせず颯爽と駆け抜
けていく。そのため、大通りでは絶え間なくクラクショ
ンが鳴り響き、排ガスによる息苦しさを感じる。バイク
に乗る人が身に着けているマスクやスカーフは、排ガス
から身を守るため、新型コロナウイルス感染症の流行前
から使われてきた。近年では、脱炭素化を意識した電動
バイク（写真③）や電気自動車も増えている。
渋滞解消のため都市部では新たな鉄道の建設が進めら
れている。ハノイでは2021年に１路線が開業したが、乗
り換え路線が未完成のため、渋滞の根本的解消には至っ
ていない。日本企業も参加するホーチミンの地下鉄（写
真④中央は駅入口の建物。日本とベトナムの国旗が飾ら
れている）は、今年７月に最初の路線が開業予定である。

2023年８月、ベトナムを訪ねた。
『中学校社会科地図』とともに当時の風景を振り返る。

←⑤�カフェで生卵を加えたエッグコ
ーヒーなどを楽しむ若者たち

↑『中学校社会科地図』p.33
↓『中学校社会科地図』p.35

ベトナムを訪ねて

―地図帳とともに世界を歩こう―
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インドネシアのカリマンタン島，スラウェシ
島，スマトラ島のうち，畑が最も多く広がっ
ている島を答えよう。また，その理由を●③図
から考えて，説明しよう。
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